



























































































































































(2)本稿作成にあたっては､当日の講演をもとに､ "The Magic World of Scenery", Theatre Museum of the Meiningen
Museums in the former equestrian hall, Museums of Meiningen, The Castle Elisabethenburgほかマイニンゲン博物
館各パンフレット､ 『マイニンゲン宮廷劇団と演劇博物館』 (世界の演劇博物館調査･研究･交流プロジェクト
編､ 2003. 2 ) ､ Dictionnaire encyclopedique du theatre, ed. par Michel Corvin, Bordas, Paris, 1995､山内登美雄｢演
劇と絵画の交差-ゲオルク二世の演出-｣ (明治大学人文科学研究所叢書『ヨーロッパ演劇の変貌』白鳳社､
1994)を参照した｡
(3)ドイツ演劇を専門としないことを言い訳にフランスを例にとらせてもらえば､ 18世紀半ば以降､とりわけ衣装改
革では同様の試みがある｡当初は一部の舞踊手や俳優の個人的な取り組みであったが､革命期から19世紀前半に
活躍したタルマの改革はより広範囲なものとなり､マイニンゲンとほほ同様の試みだったと言えるだろう｡ただ
しタルマは時代考証などの実証性や全体の統一感への配慮に努力したが､彼自身はスター俳優であり､近代的演
出とは区別される｡
(4)予算上の理由で､修復はゆっくりとしか進められず､多くの資料が修復を待っているのが現状である｡
(文責:八木雅子)
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